
一
の
商
用
原
発
で
初
と
な
る
プ
ル
ト
ニ
ウ

謹
羅
窪
薬

目
号
冒
、
使
用
済
み
燃
料
プ
ー
ル
で

）
ｊ
へ
奄
プ
ル
サ
ー
マ
ル
発
電
を
継
続

一
“
》
、
経
済
性
や
安
全
性
に
対
す
る

）
衿
弟
』
れ
て
い
る
。
原
発
問
題
に
詳
し

〕
甲
學
部
の
張
貞
旭
教
授
（
“
）
に
見

椴
た
。
（
聞
き
手
・
伊
藤
愛
）

Ⅱ
１
面
参
照

買
男
立
て
こ
も
り

運
薑
荏
「
社
長
出
せ
」
要
求

瀧
達
け
獣
剛
潔
鶚
計
「
立

１
１
１
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ 几

α
探
劃
槽
創
力
讓
鉄
し
た
壜

合
、
燃
料
被
覆
管
が
溶
け
る
ス

ピ
ー
ド
が
速
く
な
る
。
毒
性
が

強
く
、
半
減
期
が
長
い
「
マ
イ

ナ
ー
ア
ク
チ
ノ
イ
ド
（
Ｍ
Ａ
）
」

と
呼
ば
れ
る
物
質
が
ウ
ラ
ン
燃

料
よ
り
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、

燃
料
溶
融
が
起
き
れ
ば
よ
り
深

刻
な
汚
染
を
も
た
ら
す
恐
れ
が

あ
る
。

こ
う
し
た
リ
ス
ク
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
プ
ル
サ
ー
マ

ル
発
電
を
継
続
す
る
経
済
的
メ

ー
リ
ッ
ト
は
全
く
な
い
。
伊
万
原

男
は
包
丁
の
よ
う
な
も
の
を

持
っ
た
ま
ま
、
女
性
事
務
員
が

い
る
会
議
室
の
出
入
り
口
付
近

に
お
り
、
落
ち
着
い
た
様
子
で

捜
査
員
と
や
り
と
り
し
て
い

｜
巖
》
満
期
八
「
創
獅
一
一

｢プルサーマル発電は経済性がなく､通常の
発電方法よりもリスクを伴う｣と指摘する
張貞旭教授=2019年12月下旬､松山市文京町

定
期
検
査
中
の
四
国
電
力
伊

方
原
発
８
号
機
（
伊
方
町
）
で

核
分
裂
反
応
を
抑
え
る
制
御
棒

１
体
を
誤
っ
て
引
き
抜
く
ト
ラ

ブ
ル
が
あ
っ
た
こ
と
に
関
し
、

四
電
の
長
井
啓
介
社
長
は
辿

日
、
高
松
市
内
で
愛
媛
新
聞
の

取
材
に
応
じ
「
地
域
の
皆
さ
ん

に
ご
心
配
を
掛
け
申
し
訳
な

い
」
と
陳
謝
。
そ
の
上
で
「
（
原

子
力
一
壼
一
杢
壱
と
し
て
の
）
原
点

一
は
安
全
な
運
用
に
愚
直
に
取
り

力
Ｅ
輔
入
Ｌ
だ
Ⅳ
Ｃ
Ｘ
隙
滞

は
、
ウ
ラ
ン
燃
料
よ
り
約
７
倍

高
か
っ
た
。
ウ
ラ
ン
の
市
場
価

格
に
よ
っ
て
多
少
変
動
す
る

が
、
燃
料
費
は
７
～
９
倍
か
か

る
。

一
方
で
、
発
電
効
率
は
ウ
ラ

ン
燃
料
の
蹄
％
ほ
ど
に
す
ぎ
な

い
。
な
ぜ
な
ら
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
に

４
～
９
％
含
ま
れ
る
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
は
、
一
般
の
原
発
（
軽
水

る
。
金
品
の
要
求
は
な
く
、
県

警
は
個
人
的
な
恨
み
が
あ
っ
た

可
能
性
が
あ
る
と
み
て
い
る
。

現
場
は
Ｊ
Ｒ
山
陰
線
の
出
雲

神
西
駅
か
ら
北
西
に
約
１
．
５

蔀
の
住
宅
や
農
地
が
点
在
す
る

地
域
。 制

御
棒
誤
っ
て
引
き
抜
き
長
謝

社

「
安
全
へ
愚
直
さ
不
足
犀
陳

Ｉ
組
む
こ
と
だ
が
、
そ
れ
を
少
し

欠
い
て
い
た
と
反
省
し
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

ト
ラ
ブ
ル
は
哩
日
、
核
燃
料

取
り
出
し
の
準
備
作
業
中
に
発

生
。
燃
料
を
固
定
し
て
い
る
装

置
を
つ
り
上
げ
た
際
、
制
御
棒

躯
体
の
う
ち
１
体
が
一
緒
に
つ

り
上
が
り
、
約
７
時
間
、
原
子

炉
か
ら
引
き
抜
か
れ
た
状
態
が

続
い
た
。

｜
長
井
社
長
は
「
（
核
分
裂
反

才
て
も
ｚ
と
に
二
臣
ス
鬼
ｉ
ニ
フ

験
で
部
分
的
に
成
功
し
た
例
は

あ
る
が
、
商
業
用
の
施
設
で
大

量
に
行
っ
た
国
は
な
い
。

本
来
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
で

は
、
使
用
済
み
ウ
ラ
ン
燃
料
を

再
処
理
し
て
で
き
る
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃

料
は
高
速
増
殖
原
型
炉
も
ん
じ

ゅ
（
福
井
県
敦
賀
市
）
で
の
使

用
を
前
提
と
し
て
い
た
。
中
性

子
の
速
度
が
軽
水
炉
の
約
１

。
｜

静
岡
。
富
士
サ
フ
ァ
リ

象
牙
や
動
物
の
歯

密
輸
出
未
遂
疑
い

元
職
員
逮
捕

静
岡
県
裾
野
市
の
「
富
士
サ

サ
ー
ワ
ン
ト
容
疑
者
（
”
）
Ⅱ
裾

野
市
須
山
Ⅱ
を
逮
捕
し
た
。

署
や
宝
宗
税
関
成
田
税
関
支

署
に
よ
る
と
、
「
知
人
に
売
っ

た
り
家
に
飾
っ
た
り
す
る
つ
も

り
だ
っ
た
」
と
容
疑
を
認
め
て

い
る
。

安
全
な
一
時
保
管

計
画
的
搬
出
要
請

知
事

四
国
電
力
伊
方
原
発
８
号
機

（
伊
方
町
）
の
原
子
炉
か
ら
使

用
済
み
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
。
ウ
ラ

ン
混
合
酸
化
物
（
Ｍ
Ｏ
Ｘ
）
燃

料
が
取
り
出
さ
れ
た
の
を
受

け
、
中
村
時
広
知
事
は
哩
日
、

応
を
抑
え
る
た
め
原
子
炉
内
の

冷
却
水
の
）
ホ
ウ
酸
濃
度
を
上

げ
て
い
た
の
で
、
安
全
性
は
十

分
確
保
さ
れ
て
い
た
」
と
の
認

識
を
示
し
た
一
方
「
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
ミ
ス
ｑ
原
因
を
究
明

し
対
策
を
取
る
」
と
述
べ
た
。

原
因
が
明
ら
か
に
な
ら
な
い

中
、
燃
料
の
取
り
出
し
を
始
め

た
こ
と
に
関
し
て
は
、
再
度
の

準
備
作
業
で
「
装
置
と
制
御
棒

が
正
常
に
切
り
離
さ
れ
て
い
る

１
１
１
１

１

一
店
月
汐
易
ｈ
く
う
＃
米
服
ご

い
て
は
、
四
電
に
他
の
使
用
済

み
燃
料
同
様
、
安
全
な
一
時
保

管
と
計
画
的
な
搬
出
に
向
け
た

取
り
組
み
を
求
め
る
」
と
の
コ

メ
ン
ト
を
墨
表
し
た
。

国
に
は
「
使
用
済
み
Ｍ
Ｏ
Ｘ

燃
料
を
含
め
た
使
用
済
み
燃
料

対
策
の
着
実
な
推
進
を
臺
請
し

た
い
」
と
し
た
。

て
い
る
象
牙
や
シ
ロ
サ
イ
の
骨

な
ど
を
成
田
空
港
か
ら
ベ
ト
ナ

ム
経
田
で
ラ
オ
ス
に
輸
出
し
よ

う
と
し
た
疑
い
。
税
関
検
査
で
ス

ー
ツ
ケ
ー
ス
や
り
『
一
ツ
ク
サ
ッ

ク
に
入
っ
た
牙
が
見
つ
か
っ
た
。

署
は
押
収
品
の
鑑
定
を
進
め
、
任

こ
と
が
確
認
で
き
た
。
原
因
調

査
に
は
燃
料
を
取
り
出
す
必
要

が
あ
る
」
と
し
「
燃
料
を
プ
ー

ル
に
入
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
安

全
な
状
態
に
な
る
。
ま
ず
は
そ

れ
を
最
優
先
し
た
」
と
も
説
明

し
た
。今

回
の
定
検
で
は
、
国
内
の

商
用
原
発
で
初
め
て
使
用
済
み

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
。
ウ
ラ
ン
混
合

酸
化
物
（
Ｍ
Ｏ
Ｘ
）
燃
料
が
取

り
出
さ
れ
る
。
処
分
方
法
は
決

ま
っ
て
お
ら
ず
、
プ
ー
ル
で
当

面
保
管
さ
れ
る
が
、
「
ウ
ラ
ン

燃
料
と
何
ら
変
わ
ら
ず
安
全
に

保
管
で
き
る
。
一
時
的
に
保
管

し
た
上
で
搬
出
す
る
」
と
強
調

し
た
。
（
岡
敦
司
）

~戸勺一旬一 団 、 一 ＝ － － 6 房 一 一へ一．ロ.冬 ＝bローロレ ■圭一－ ー一.一〃- ー

ﾝ/d､


